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本論文では、スポーツイベント参加者の精通性と意思決定の関係性について幾つかの新し
い知見を得ることができた。第一に、参加者はどのスポーツイベントに参加するかを検討す
る際、「消費場面」であるマラソン大会と「消費場所」となる開催地の両側面を認知してい
るが、精通性の高い参加者ほど、情報探索が盛んであることが判明した。よって、主催者や
開催地は、参加者が意思決定するための判断材料となる情報を提供することの重要性が示唆
された。 
第二に本論文では、スポーツイベント参加者特有の精通性と意思決定の関係性が明らかに
された。一般に、レジャーやアウトドアを楽しむスポーツツーリストは、いつ・どこで・何
をするかなど、計画段階から選択肢が多く自由度も高い。しかし、スポーツイベント参加者
の場合、イベントの開催日時や場所や内容は、主催者によってあらかじめ決められており、
必ずしも現地の情報にすべて精通した上で意思決定を行うという状況ではない。またマラソ
ンのように、スポーツ消費特有の感動や達成感という感情的側面が、（知識を含む）認知的
側面よりも強くレース直後の評価に影響する可能性も高い。その一方で、精通性と満足度及
び行動意図の関係性は確認されており、今後調査を実施するタイミングを工夫するなど研究
方法を再検討することで新たな結果が得られる可能性はある。 
このように、精通性と意思決定の関係性において、さらなる検証が必要となるが、本論文
では、これまで未着手だったスポーツ消費者の消費者知識に着目した点と、精通性が情報探
索やデスティネーションイメージ評価、満足度や行動意図と関係性があることを示した点に
おいて高く評価される。 
以上のことをふまえ、本論文が博士（スポーツ科学）の学位を授与するに十分値するもの
と認める。 
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